
別紙１
[機密性2] 新旧システムのメールサーバ仕様比較 [AFFRITユーザ限り]

提供システム 利用対象機器 メールサーバ名 ポート番号
暗号文
認証

通信経路
の暗号化

SMTP‐AUTH 備考

APOP 110/tcp 有り 無し -

POP3 over
SSL/TLS

995/tcp - 有り -

IMAP 143/tcp 有り 無し -

IMAP over
SSL/TLS

993/tcp - 有り -

SMTP over
SSL/TLS

465/tcp - 有り 推奨

SMTP 25/tcp - 無し -

POP3 over
SSL/TLS

995/tcp - -

IMAP over
SSL/TLS

993/tcp - -

SMTP over
SSL/TLS

465/tcp - 必須

SMTP 25/tcp - 無し -
注）mail(465ポート)やsysmailへ
の移行猶予として2017年5月末
まで利用可能

SMTP over
SSL/TLS

465/tcp - 有り

SMTP 25/tcp - 無し

・新システムでは通信経路の暗号化はTLS1.0～1.2に対応します。（今後セキュリティ強化のためTLS1.2のみに変更予定）
・大量メール送信対策として流用制限を行っています。
　閾値を超えた場合送信元アドレスからの送信メールは情報総合センターで解除するまで保留（sysmailの場合は破棄）されます。

旧システム
（～2017年3月3
日）

新システム
（2017年3月6日
～）

PC、サーバ、複合機、プリンタ
などメール利用機器すべて

PCなどの利用者端末

サーバ、複合機、プリンタなど
の送信時認証(SMTP-AUTH)に
対応できない機器

事前登録制
（所属組織を通して利用申請
書を提出）

注）申請機器のみに接続制限
（2017年5月末までは移行猶予
期間として制限無し）

受信方式

送信方式

受信方式

送信方式

mail.affrc.go.jp

sysmail.affrc.go.jp

プロトコル

mail.affrc.go.jp

送信方式

必須

無し


